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　目的１本研剋は、高齢社ﾉため家庭生活と生活鳶尭に

態に即しr-対応"^ % 欠ていくれあに、地理的条件ヤ差享構造によって鴉々に驀なる高齢化

の地i4,粁性に着&しT 、砧歳以上の高齢者*･ よび2,～阿貳o,A人の1)7/^い年代層t対象に

調査研艶t'ii-> 尺iの７≒あi。

　方法：官崎県内のI キ3町２村（尚齢化寺り～2川y. ) よ'j 8調査対和fc（茅] 膠卜お

いて賎性B!堰令）t選定し、無作為軸出しTリワ､り､t対象し≒質間似I 恥ヽ卜貿置叉調査

汰で調査と吏､旅しT^ . 有効回収零高齢1 U牟、成人μifある。

　紬果：本報では生活行動ヒ生活環境についT り銅査耘栗色高齢淆t中･い-報誓する。B

幣の生活行動の状免をみると、全般tvム村の1 地区､のあ齢考がよく活動してSi ')、特1-最

tあ齢化摩のit,い北岬村r作涯活行動で比咸恬動卜活発r゛ある。性x 年齢別r は、家参的

生剥了動r杜差か･尺さくヤ性カリl以;;>t動しいI -し力ヽし、加鹸示伴なう行動辛り低下

i吝奄積にそ性に膚しく、旱僥のね･持御阻3こ高い、成ぐハ生刺了動も地いい性別rはil,

齢t k.おおよ^ 同様の祓向か･｀みられi .つぎに生活環峻に7いてあ齢淆祠tt牟情ヵりみ

1,ヒ、f A持参､カ- <?o､ぐ/-t あ卑T-仮宅湯足Mi 比軟的あく、いす≒れも農も濾､村郵りよ｀地区

で＼ の度参*-'浪い・狂t悶題八下聊卑苛r 峻仁ふ村暫r古^ や水まJn ’ド不ﾐ偽"^ 1^"祚く

あ虻り、猿痩関題7-IJ fけ斜Tヽ半蚕恢、ふ村竹ア利便性、止郊農村部r教肴<^ 間瀬カリfc--

つている。も斬考卑剛主牝へのぺ愚布望は郡市舒ヒム村竹r商い・成人心仮免許榔J､ヽよZa"

f^度粁佃u 鳥齢者よ゛け厳しく、。南齢老年剛きE屯り､入辰布望ぽit, 卜

A 21 在宅ねたきり老人の介護における身体的負担

お茶女大　　富田守　　Ｏ岡島史佳

1.目的：在宅ねたきり老人の介護は介護者にとって負担が重いといわれるが、実際の身

体的負担はどの程度のものか．それを明らかにする．

2.方法: （1) 2種類の高さの異なるベッド、床上のマットを使用し．重要と思われる

３つの介馥動作, 1）仰臥位から側臥位にする, 2）起き上がらせる、3）ベッドからいすに移

動させる、を行い、エネルギー消費量,背筋の筋活動を測定した．

3.結果: （1）エネルギー代謝率　R.M.R.値は床上が最も大きく、中間がベッド高50cii

で．ベッド高65c。が最も小さかった．又、ベッド高esc皿および50ciiのどちらにおいても、

仰臥位から側臥位へくいすへの移助＜いすへの移動の準備としての起き上がり、の順であ

った．

　（2）表面筋電図法によって脊柱起立筋の働きを．ベッド高85cig.50cii、床上で比較すると．

ベッド高65c・では連続的に働いているのに対し．ベッド高50ciiでは活動休止期がみとめら

れた．床上では．筋活動が微弱であった．

4.まとめ：一般に行われている家事労働のR.K.R値はほとんど4以下であるが．介護作業

では4以上にもなり．これは普通の家事労働を越えた作業である．家庭で介護に使われてい

る平均ベッド高は約SOc里であり．床上での作業も多く．介護作業条件は決して良好ではな

い．又．介護者に訴えの多い腰痛の成因は多元的なものであるが．脊柱筋の活動との関係

は深い．とすると作業条件の改善によって腰痛防止がある程度可能であると考える．


